
雄株 と 雌株 があり，雌株 に

ある 胞子のう で 胞子 をつく

り仲間をふやす

葉の 裏側 などにある 胞子のう

が熟
じゆく

すと中から 胞子 が飛びだ

し湿
しめ

った地面で発芽
は つ が

し若いシダ

に成長する。

根･茎･葉の区別がない。維管束が

ない。からだの 表面全体 から水

を吸収する。仮根
か こ ん

は水を吸収する

はたらきは なく地面にからだを

固定するの に役立つ

種子をつくらない植物の分類
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植物NO1４

花を咲かせず，種子をつくらないで 胞子でふえる植物。種子植物と同じように

光合成 を行い自分自身で栄養をつくる。

根･茎･葉の区別が ある ･維管束が ある 根･茎･葉の区別が ない ･維管束が ない

生活場所

比較的日かげのしめった 場所 日かげのしめった 場所

なかまのふやし方

胞子で仲間

をふやす

からだの
表面から
水を吸収
する

からだのつくり

根･茎･葉の区別が ある。維管束が ある

水を 道管 で運ぶ。

エ オ キ

キ

ス セ タ

チ

テ２

ヤ２


